
準天頂衛星システム

日本付近で常に天頂方向に１機の衛星が見えるような複数衛星を準天頂軌道に
配置する衛星システムにより、山間地、ビル影等に影響されず、全国１００％を
カバーする高品質の通信・測位サービスの提供を実現

関係機関による連携・適切な分担

民間の構想
（官の相乗りの下、準天頂衛星事業を立ち上げ）

国の技術開発・実証

文部科学省
（NASDA想定）
　測位ﾐｯｼｮﾝ 　

総務省　

通信・測位
　ﾐｯｼｮﾝ

経済産業省

衛星ｼｽﾃﾑ製造
高度化技術

国土交通省

測位システム
実験・利用系

研究開発内容・体制

◎将来の国のインフラと
なる可能性のある測位シ
ステムの技術開発

◎計画
Ｈ１５　研究開始
Ｈ１６　開発研究
Ｈ１７　開発
Ｈ２０頃　実証衛星打上げ

民の事業化

関係省庁、宇宙開発事業団、民間代表による準天頂衛星　
システム開発・利用協議会における検討

◎自動車で移動中でも、高層ビルなどの影響によって途切れることのない高速通信網を構築

◎ＧＰＳの情報を補強・補完することによる高精度測位を実現

◎離島・山間部を含め、広く日本全体を対象としたサービスの提供

システムの成果
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準天頂衛星システムとは？

• 複数衛星を適切に配置することで、常時、高仰角に衛星が
見えるようなシステム　(目標最低仰角70度以上）

３～４軌道面に衛星を配置

⇒３～４機の衛星が順次、日本上空を通過、
常時日本上空の天頂付近に１機の衛星
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地上軌跡の一例 東京での衛星仰角（24時間）

東経１３０度静止衛星の
仰角（４８度）

準天頂衛星の最低仰角
（約７０度）



①静止軌道：

周期２４時間、赤道上空36000km

地上からは１点に衛星が静止して見える

②静止軌道を４５度赤道面から傾けると

→地上軌跡が、赤道をはさんで８の字を
　描く軌道となる

４５度

③この軌道が赤道と交わる点を１２０度づつ離して配置すると

→８時間ごとに次々と衛星が８の字型の地上軌跡上を移動するような衛星システムができる

赤道

１２０度

補足：軌道の説明

90 100 110 120 130 140 150 160 170
-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50
準天頂衛星地上軌跡(同期円軌道｛離心率0｝)

Longitude (deg)

Latitude (deg)

真上から地球を見た図
赤道付近を横から見た図



静止衛星の仰角　
準天頂衛星の仰角　

70度以上

東京で約４８度
（東経130度静止衛星）

◆準天頂衛星システムの移動体通信利用のメリット

高仰角のメリット

Ø移動体通信の高速ブロードバンド化が容易

ü追尾範囲が限られる（衛星は常時天頂付近にある）こと　
　による追尾機構の簡素化が容易

ü天頂方向に指向性もつ無追尾アンテナの利用　

Øビルや山影の影響を受けない

Ø降雨による電波の減衰が少ない

Øマルチパス（多重反射）による干渉の影響が少ない

◆準天頂衛星システムを利用した測位システムのメリット

　ＧＰＳの補完・補強

　　ビル陰や山陰のある天空が開けていない場所等でも、良い測位精度を保つことが可能

　　　

準天頂衛星システムについて


